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１ 開 会  

 

 

２ 議 事  

 

 （１）審議事項  

「川口市の協働の推進に関する基本方針（素案）について」  

 

 

３ その他  

 

 

４ 閉 会  
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「川口市の協働の推進に関する基本方針について（素案）」 
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「川口市の協働の推進に関する基本方針について（素案）」 

 

１ 協働の基本的な考え方 

 

(1) 基本方針を定める理由 

協働とは、一般的には、複数の異なる主体が、課題解決にあたり対等な関係で協 

力すること対等な関係で課題解決に向け協力していくことをいいます。この基本

方針では、行政と市民などの多様な主体が、社会的課題を解決するための方策の一

つとして協働を検討していくうえで、基本的な考え方や進め方などを定めていま

す。 

 

(2) 協働とは 

公益のために自主的な活動をする団体等と行政が対等な関係で協力することで、 

社会的な課題解決につながる活動それぞれの得意分野を活かし対等な関係で社会

的な課題解決に向け協力する活動をいいます。営利や布教、政治を目的とした活動 

を除きます。 

 

(3) 協働を実施する場合の判断基準 

事業が、「公益性かつ非営利性が担保されており、協働で取り組むことにより 

相乗効果があるか」を、実施主体が内容により判断します。 

 

ア 公益性  特定の個人や組織のみではなく、広く社会一般の利益にかなうも 

の。 

イ 非営利性 無償で活動するということではなく、活動に必要な費用を確保し 

た上で、差し引いた利益を私的に分配していない。 

    ウ 相乗効果 協働で取り組むことにより、より高い効果が得られる見込みがあ 

るもの。 
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(4) 協働の担い手 

協働の担い手としては、まちづくりに関わる地域の多様な主体があります。川口

市では、協働の担い手を次のとおり想定しています。 

 

 主 体 協働推進条例における位置づけ 

ア 市 

民 

等 

市民 協働の基盤（第 5 条第 1 項） 

イ 地縁団体 協働の基盤（第 5 条第 1 項） 

協働の推進において重要な役割を担う（第 6 条第 2 項） ウ 市民団体 

エ 事業者 協働の担い手（第 6 条第 2 項※） 

※「川口市協働推進条例の手引き」説明より オ 教育機関等 

カ 市  

 

ア 市   民 市内に在住、在勤若しくは在学する者、又は公益を目的として

市内で活動するもの。 

市外から市内に在勤、在学する方や市内で活動している個人も

本市のまちづくりに力を発揮していただくことが期待されると

の考えから、「市民」に含めます。 

イ 地 縁 団 体  町会、自治会その他の市内の一定の区域に住所を有する者の

地縁に基づいて形成された団体。 

いわゆる町会･自治会等の地域的な共同活動を行っている団体

です。 

ウ  市 民 団 体  市民が主体的に組織した団体。 

共通の関心に基づき自主的に形成された団体（テーマ型コミュ

ニティ）で、いわゆるＮＰＯ法人、ボランティア団体、趣味や

スポーツなどの生涯学習団体等を想定しています。法人格の有

無を問うものではなく、非営利活動の任意団体も含まれます。 

エ  事 業 者  市内で事業を営む個人又は法人。 

市内で営利活動を行う個人や法人を含み、ほかに、社会福祉法

人、医療法人、農商工団体等を想定しています。 

オ  教育機関等 学校その他の教育機関及び研究機関。 

「教育機関」とは小学校、中学校、高等学校、大学（短期大学

を含む）、社会教育施設、公共職業能力開発施設（大学校）、

専修学校、各種学校などを、「研究機関」とは公共、大学、民

間で設置する研究所を想定しています。 

カ  市         議会及び市長その他の執行機関。 
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行政の担い手である市も主体の一つです。 

 

 (5) 効果的な協働のための考え方 

少子高齢化や地域コミュニティの希薄化など、地域社会において様々な課題が増

えており、市民ニーズは複雑化、多様化しています。こうしたことから、これまで

行政が担ってきた公平性や均一性を重視した公共のサービスだけでは、社会環境の

変化に柔軟に対応することが難しくなってきています。一方で、市民等は身近なと 

ころから、また、それぞれの得意分野を活かした活動により、地域課題や社会的な

課題を解決していく取り組みを行っています。 

このことから、行政では、行政が対象とする領域が変化することで、既存の施策

が行き届かない範囲が発生する場合があり、これについて市民等の活動と協働する

ことにより、取り組んでいくことが可能となります。また、市民等の活動内容が現

在行政が取り組んでいる事業と重複する場合でも、取り組みの強化につながりま

す。 

また、市民等では、行政と協働することで、活動の支援が期待できます。 

このように、多様な担い手が対等の立場で知恵と力をともに出し合うことによ

り、単独で対応するよりもより効果的な課題解決を図ることが可能になります。 
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(6) 協働に取り組むにあたって  

協働は、私たちのまちをよりよくしていくための手法であり、目的ではありませ

ん。協働にあたっては異なる担い手が互いの特性を尊重した上で、単独で取り組む

よりもより効果的な課題解決が可能であるか、目的や実施方法、役割分担を事前に

すりあわせておくことが重要です。 

協働の担い手はそれぞれの立場や性格に応じて自らの求めるところによって活動

しています。その目的、活動内容、方針、規模などは多様です。 

また、協働を進めていく上で、協働の担い手が必要とする情報を受信でき、届け

たい情報を発信できるようにすることが必要であり、互いに情報を共有する（され

る）状態をつくることが重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(7)  協働の形態 

   協働は、地域や社会の課題を解決するための手段の一つです。課題解決に向けて

効果的に取り組むためには、課題の内容や担い手の特性を踏まえ、協働の形態を選

択するし適正・迅速に進めていく必要があります。 

   

   ア 後援・協賛 

後援は、主催者が行う事業の趣旨に賛同し、他の主体が名義使用を認めるこ 

と。他の主体からの物品や金銭等の支援はないが、名義を貸し出しすることに 

より、事業への社会的信用を高める効果が期待できる。 

 協賛は、主体同士の協議により、後援と同様の効果が期待できるほか、物品 

や金銭等の支援がある。 
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イ 補助金・助成金 

各主体が行う公益性の高い事業に、他の主体が資金面で協力すること。 

 

ウ 共催 

各主体が、共同で事業を主催すること。 

 

エ 実行委員会・協議会等 

複数の主体が新たに一つの組織をつくり、その組織が主催者として事業を行 

うこと。 

オ 委託・指定管理 

主体の一方が行う事業を、効率性・専門性などの観点からノウハウを有する 

他の主体に事業の実施を委ねること。 
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２ 協働につながる市の取り組み 

 

(1)  協働のための人づくり（協働の担い手の育成） 

ア 協働につながる社会貢献活動の拡充 

川口市協働推進条例に掲げる「市民が市民として幸せに暮らせる地域社会」の

実現のために、市民等に協働に関する啓発活動を行い、青少年から高齢者まで含

めた市民の協働への関心を高め、参加機会の拡大に努めます。現在、青少年に対

しては「青少年ボランティア育成事業」を実施しており、次代を担う青少年のボ

ランティアによる地域活動への関心とその活動の促進を図っています。また、５

０歳以上の方に対しては、「盛人大学事業」を実施しており、交流と地域参加の

機会を提供し、卒業後には地域で活躍できる人材を育成しています。その他に、

ＮＰＯや市民団体の活動の活性化や市民が社会貢献活動を始めるきっかけづくり

を目的とした「ボランティア広場」を開催し、地域活動の実情に適したテーマで

講座を開催しています。 

  このような取り組みを通じて、協働の担い手の育成につなげていきます。 

 

 

イ 市職員の協働に関する理解・実施能力の向上 

市が全ての部署を挙げて協働に取り組む上で、市職員が協働について理解を深

めることは必要不可欠です。本指針方針による協働への意識の醸成に加え、オン
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ライン研修等も繰り返し実施し、市職員の協働についての理解の定着を図ってい

きます。 

 

(2) 協働のための環境づくり（協働の相談窓口、市民団体の交流

の機会づくり） 

 

ア 協働の相談窓口 

協働の相談窓口は、市の担当課または協働推進課（かわぐち市民パートナース

テーション内）です。協働推進課では、かわぐち市民パートナーステーション登

録団体の活動分野の紹介や相談を受け付けており、川口市社会福祉協議会かわぐ

ちボランティアセンターでも同様の相談を受け付けしています。 

 

イ 市民団体の交流の機会づくり 

１０月第３日曜日を「ボランティアの日」と定め、10月にボランティア見本市

を開催しています。市内の様々な分野の社会貢献活動を行う団体が一堂に集ま

り、活動の紹介や団体・市民との交流を通して、市民のボランティア活動に対す

る関心を高めるとともに活動のきっかけづくりとしています。 

 

(3) 協働のための仕組みづくり（市の施策の情報提供、中間支援

組織の役割、市の支援策等） 

ア 市の施策の情報提供  

 市は地域課題に対して様々な施策に取り組んでいますが、市の施策だけでは、
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多様化・複雑化する市民ニーズに応えることは難しくなっています。そのため、

市民等の活動団体との協働により、地域の課題解決につなげることが求められま

す。そのためには、市がどのような施策を行っているのかを市民等に理解しても

らうことが必要不可欠であることから、多様な手法、媒体を通して市の施策を分

かりやすく提供します。 

 

イ 中間支援組織の役割 

中間支援組織とは、市民と市、又は市民同士をはじめとした協働の各主体を仲

介し、市民の自主的な課題解決を支援するための組織です。協働の各主体の間で

ネットワーク、コーディネートなどの機能を持ち、情報やノウハウの提供を行い

ます。川口市で主な中間支援組織としては、かわぐち市民パートナーステーショ

ンやかわぐちボランティアセンターがあります。 

 

ウ 市の支援策等 

協働や市民活動を進めていく上で、市民団体にとって活動場所や活動資金、組

織体制の強化は必要不可欠です。市では次の支援策等を行っています。 
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（ア） 活動場所の提供 

協働や市民活動を活性化するには、市民団体が会議、作業、事業等を行う

活動の場が必要不可欠です。かわぐち市民パートナーステーションでは、社

会貢献団体として登録された団体に、会議室、多目的室やミーティングスペ

ース（さろん）などを無償で貸し出しています。 

 

（イ） 活動資金 

市民活動助成金 

市民の自主的な社会貢献活動を支援するために、地域や社会の課題に取り

組む団体に対し、助成金を交付しています。 

 

協働推進事業助成金 

行政課題の速やかな解決と協働の担い手づくりの促進を目的として、市と

の協働により事業を実施する団体に対し交付しています。 

 

（ウ） ＮＰＯ支援事業 

ＮＰＯ相談会 

行政書士等の有資格者がＮＰＯ法人設立、運営などに係る個別相談を行っ

ています。 

 

ＮＰＯ法人設立準備講座 

ＮＰＯ法人の設立を検討している方を対象に、ＮＰＯ法人設立や運営に 

関する講座を開いています。 
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３ Ｑ＆Ａ 
 

 

 何のために市民等と市が協働するのでしょうか？ 

  

社会、経済の成熟に伴い、個人の価値観が多様化、複雑化し、行政だけではその

ニーズや課題への対応が難しくなってきています。市民等はそれぞれの得意分野を

活かした課題解決の取り組みを行っており、行政単独よりもお互いが協働すること

で、より効果的な課題解決を図ることが可能になります。 

 

 

 

 

 

社会貢献活動に関する情報を得るにはどうすればいいですか？ 

 

川口市協働推進課（かわぐち市民パートナーステーション内）またはかわぐちボ

ランティアセンターが、ボランティア活動や市民活動の情報を発信しています。 

また、それぞれのホームページで、川口市を中心に活動する市民団体やボランテ

ィア団体の一覧を見ることができます。 

かわぐちボランティアセンターでは、ボランティアの相談、個人のボランティア

登録、ボランティアのマッチングなども行っています。 

また、川口市では、川口市協働推進課に川口市協働推進員を配置しています。お

気軽にお問い合わせください。 

・地域の課題を解決しようとする団体等の設立、運営、課題に関する相談 

・団体同士、団体と個人、活動資金などについて、マッチングを行う 

・ボランティア活動や市民活動に関する情報発信を行う 

・その他、ボランティア活動や市民活動に関する相談全般 

 

川口市協働推進課       電話 048-227-7633 

かわぐちボランティアセンター 電話 048-227-7640  

 

 

 

 

Ｑ 

 

Ｑ 

Ａ 

Ａ 
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市との協働事業について、どこに相談すればいいですか？ 

 

市との協働の相談の窓口は、市の担当課または協働推進課（かわぐち市民パー 

トナーステーション内）です。下記のような点を考慮し、ご相談ください。 

①どのような課題の解決を図りたいか 

②公益性はあるか 

③協働で取り組むことにより、より高い効果が得られる見込みがあるか  

④協働事業の目的が達成できるか 

 

 

４ 市民団体と市との協働の事例 

 

  

 

 

 

 

ペットの災害手帳作成及びペットの防災手帳の

使い方オンラインセミナー 

 

「ペットの災害手帳作成及びペットの防

災手帳の使い方オンラインセミナー」を実施

しました。災害時におけるペットとの避難に

関する情報を整理した手帳やリーフレット

を作成し、周知するとともに、使い方に関す

るオンラインセミナーを開催しペットの災

害対策の普及を図りました。 

 

Ｑ 

Ａ 
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エコライフＤＡＹ 

「地球温暖化防止活動」として、毎年６月の第２日曜日に、環境のことを考えた生活

を実践してもらう「エコライフＤＡＹ」を実施しています。チェックシートを使用して

その成果を CO2（二酸化炭素）の削減量という形で公表しています。 

ボランティア日本語教室 

 

多くの外国人住民が居住する川口市では、さまざ

まな団体が各地域でボランティア日本語教室を開催

しています。市ではボランティア日本語教室の継続

的・安定的な活動を支援するため、以下の取組を行

っています。 

・日本語ボランティアの育成 

・活動拠点となる施設の貸出 

・ボランティア日本語教室の運営に関わる課題を検

討・協議し、情報共有を図るためのボランティア

日本語教室連絡会議の開催 
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様々な協働の事例 

 

●「川口の麦味噌醸造の歴史の冊子づくり」 

 

 川口の麦味噌醸造は、江戸時代後期から昭和中期まで続いた全国屈指の産地でしたが、

市民にはあまり知られていませんでした。途絶えた麦味噌づくりの復活と味噌の歴史につ

いて啓発活動を行っている団体と市が協働で啓発冊子を作成し、川口の麦味噌の歴史・文

化を周知しました。 

 

●「『～人と動物との和（ＨＡＲＭＯＮＹ）を広げよう～』人と動物とが幸せに共生でき

る社会を目指して」 

 

 「人と動物とが幸せに共生できる社会を目指して」をテーマにした講演や、動物愛護や

動物福祉の考え方の普及啓発を行いました。 

 

●「８０５０問題支援啓発事業」 

 

 ８０５０問題の解決のため、当事者や家族、支援者等の講演やパネルディスカッション

を開催し、８０５０問題の現状や支援方法等について啓発活動を行いました。 
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「通称 まちはみんなでつくるもの条例」 について 

 本市は、「まちはみんなでつくるもの」という精神で市政を進めてきました。協働推進条例の通称名に

その精神を込めて表わしています。 

 

 

目次

第１条（目的） 

第２条（定義） 

第３条（基本理念） 

第４条（協働の原則） 

第５条（市民等の役割） 

第６条（市の役割） 

第７条（協働の人づくり）  

第８条（協働の提案） 

第９条（地域における協働の仕組みづくり） 

第１０条（協働を推進する体制の整備） 

第１１条（協働推進委員会の設置） 

第１２条（委員会の所掌事務） 

第１３条（委員会の組織及び運営） 

第１４条（国等との連携） 

第１５条（条例の見直し） 

第１６条（委任） 

附則 

 

 

〔説明〕 

 本条例を体系として整理すると目次のようになります。第 1 条から第 3 条は全体に通用する包括的

な規定について、第 4 条から第 6 条は協働の原則について、第 7 条から第 16 条は協働を推進するため

の仕組みについて定めています。 

 

【条例の構成についての説明】 

 条例の規定は、通常「条」を基準に構成されます。 

 「条」がいくつかの段落に分かれている場合、この段落を「項」といいます。最初の段落を「第 1 項」、

以降順番に「第 2 項」「第 3 項」…と言い表します。第 2 項以降には、通常その先頭に「2」「3」…と

数字が振られます。 

 条文中で箇条書きを用いる場合には、(1)(2)(3)…のように括弧書きの数字が振られます。これら 

を「号」といい、「第 1 号」「第 2 号」「第 3 号」…と言い表します。1 つの号の中をさらに細分化して

列記する必要がある場合には、「ア」「イ」「ウ」…と言い表します。 
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 （目的） 

第１条 この条例は、川口市自治基本条例（平成２１年条例第６号）第５条第３項の規定に基づき、本 

 市における協働の基本理念、協働を推進するための原則、市民等及び市の役割その他の協働を推進す 

 るために必要な事項を定めることにより、市民が市民として幸せに暮らせる地域社会を築くことを目 

 的とする。 

 

〔説明〕 

(1) ここでは、川口市協働推進条例の目的を明らかにし、定めています。最初に本条例が川口市自治基 

 本条例にもとづいて定めるものであることを明記しています。 

(2) 自治基本条例では、「協働」については、重要な項目と受け止め、総則の場所に位置付けられていま 

す。同条例第 5 条第 3 項では、協働を推進するために条例を整備することが明記されています。自治

基本条例は平成 21 年 4 月 1 日から施行されましたが、協働の推進に関しては、ある程度時間をかけて

検討していく必要があることから、別に条例で定めるものとし、その期限は、附則第 2 号により、平

成 24 年 4 月 1 日までに規定で定めることとされました。 

(3) 川口市協働推進条例を定める目的は自治の実現にあり、自治とは市民が市民として幸せに暮らせる 

地域社会の実現を目指すものとし、そのために、①協働の原則、②仕組みの２つを明らかにし、協働

を推進するために必要な事項を定めることを述べています。 

 

〔参考〕 

 川口市自治基本条例（平成 21 年条例第 6 号）第 5 条 

 （市民と市の協働） 

第５条  市民は、自治を実現するために、市と協働することができる。 

２  市は、市民から協働を求められたときは、これに対し当該市民と誠実に協議するものとする。 

３  協働を推進するために必要な事項は、別に条例で定める。 

 

 

 （定義） 

第２条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。 

 (1) 市民等 次のいずれかに該当するものをいう。 

  ア 市民（市内に在住、在勤若しくは在学する者又は公益を目的として市内で活動するものをいう。 

   以下この号において同じ。） 

  イ 地縁団体（町会、自治会その他の市内の一定の区域に住所を有する者の地縁に基づいて形成さ 

   れた団体をいう。以下同じ。） 

  ウ 市民団体（市民が主体的に組織した団体をいう。以下同じ。） 

 (2) 市 議会及び市長その他の執行機関をいう。 
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 (3) 事業者 市内で事業を営む個人又は法人をいう。 

 (4) 教育機関等 学校その他の教育機関及び研究機関をいう。 

 (5) 協働 市民等が、市と川口市自治基本条例第２条第３号に規定する自治を実現するために、知恵 

  と力をともに出し合う行為及び活動をいう。 

 

〔説明〕 

(1) ここでは、この条例の解釈にあたり明確にしておかなければならない、協働の担い手と協働の定義 

 を定めています。 

(2) 第 1 号は、「市民等」の定義です。 

 第 1 号アは、「市民」について述べています。 

 この条例では、市外から市内に在勤、在学する方や市内で活動している個人（自然人）も、本市の

まちづくりに力を発揮していただくことが期待されるとの考えから、「市民」に含めています。活動と

は、公益を目的とした活動のみならず、社会を豊かにする多様な活動を想定しています。なお、国籍

を問うものではありません。 

(3) 第 1 号イは、「地縁団体」について述べています。 

 いわゆる町会･自治会等の地域的な共同活動を行っている団体です。その他の市内の一定の区域に住

所を有する者の地縁に基づいて形成された団体とは、マンション管理組合なども同様です。本市にお

いては、地域における協働の取り組みの担い手としての役割を果たすものと考えられます。 

(4) 第 1 号ウは、「市民団体」について述べています。 

 共通の関心に基づき自主的に形成された団体（テーマ型コミュニティ）で、いわゆるＮＰＯ法人、

ボランティア団体、趣味やスポーツなどの生涯学習団体等を想定しています。法人格の有無を問うも

のではなく、非営利活動の任意団体も含まれます。なお「非営利」とは、無償で活動したり、活動に

より利益を上げないということではなく、活動に必要な費用を確保した上で差し引いた利益は団体の

構成員に分配せずに社会貢献の費用とするという意味です。 

(5) 第 2 号は、「市」の定義です。 

 一般的には、「市」というと法人としての「川口市」のことを指しますが、この条例では、「市」に

ついては、議会と市長その他の執行機関のことをいいます。 

(6) 第 3 号は「事業者」の定義です。 

 「事業者」とは市内で営利活動を行う個人や法人を含み、ほかに、社会福祉法人、医療法人、農商

工団体等を想定しています。「事業者」は、川口市自治基本条例（平成２１年条例第６号）第１０条で、

「地域社会を構成する一員としての社会的責任を認識し、自治の実現に寄与するよう努める」と規定

されております。また、川口市自治基本条例の手引きの中では、「市との協働には、地縁による団体、

市民団体（NPO 法人等を含む）や事業者も当然のことながら想定しています」と記載している通り、

協働の推進においてもその担い手として位置付けられています。 

(7) 第 4 号は「教育機関等」の定義です。 
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小学校、中学校、高等学校、大学（短期大学を含む）、社会教育施設、公共職業能力開発施設（大学校）、

専修学校、各種学校などを、「研究機関」とは公共、大学、民間で設置する研究所を想定しています。

こうした団体が、自らの専門性をより積極的に活かすとともに、教育を通じて協働の担い手を育成す

る重要な役割を果たすことから一つの項目として記載しております。 

(8) 事業者及び教育機関等は、市民や市と協働することによって、暮らしやすい地域社会の実現に寄与 

することが期待されています。 

(9) 第 5 号は、「協働」の定義です。 

 一般的に「協働」は多様な場面で使われる用語です。多様な協働の担い手の間で構築する基本的な

協力関係や、連携・協力による事業を想定した場面で使われます。 

本市においては、自治基本条例第２条第３号に規定する自治、すなわち「市民が市民として幸せに

暮らせる地域社会を築く」ために、「まちはみんなでつくるもの」という精神に基づいて「知恵と力を

共に出し合う行為及び活動」を本市における「協働」として位置付けています。その考え方に基づき、

協働の担い手が、相互の立場や特性を認識･尊重しながら、共通の目的を達成するために協力して活動

することを基本的な考え方としています。なお、市民はそうした活動を通じて自治を実現することが

できるのであって、活動を強制されるものではありません。 

(10) 但し、営利や布教、政治を目的とした行為及び活動を除きます。 

  反社会的団体は除きます。 

 

〔参考〕 

 川口市自治基本条例（平成 21 年条例第 6 号）第 2 条第 3 項 

 （定義） 

第２条  この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。 

（３）自治  市政の主権者である市民が、市民として幸せに暮らせる地域社会を築くことをいう。 

 

§用語の解説§ 

【市長その他の執行機関】 

 市長のほか、それぞれ行政執行権限を有する地方自治法第 180 条の 5 から第 202 条の 2 で規定し

ている各種委員会及び委員（教育委員会、選挙管理委員会、公平委員会、監査委員、農業委員会及び

固定資産評価審査委員会）を指します。なお、職員は主にこれらの執行機関が任命し、その命により

職務を行います。 

 

 （基本理念） 

第３条 市民等及び市は、次に掲げる基本理念により、協働を推進する。 

 (1) 互いの違いを認め合い、多様で開かれたつながりを創造すること。 

 (2) それぞれの強みを生かし、人、地域及び社会を成長させ、次世代につなげていくこと。 
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〔説明〕 

(1) ここでは、協働の基本理念として、協働に対する姿勢や考え方を規定しています。 

(2) 本条例においては、自発的な市民個々の多様性を認識しあうとともに、市民同士または市政の運営 

 とよりよい関係を構築し、ともに社会を支えあうことを基本理念としています。 

(3) 第 1 項は、協働の担い手の相互関係について定めています。市民一人ひとりの固有の価値や個性を 

尊重し、多様なつながりを創ることによって相互に新しい可能性を生み出し育ててゆくべきことを述

べています。 

(4) 第 2 項は、多様な協働の担い手のそれぞれの長所を生かす社会づくりについて述べています。協働 

の担い手が、時代や社会情勢の変化等に応じてそれぞれの役割や、地域、社会のあり方についての意

識を変え、人と地域、社会全体を成長させるとともに、子供たちや次の時代に継承してゆくことが協

働の基本理念であることを述べています。 

 

 （協働の原則） 

第４条 市民等及び市は、協働を行うときは、互いの自主性を尊重し、理解し合うとともに、協働の社 

 会性を高めるよう努めるものとする。 

２ 市民等及び市は、情報が互いの共有財産であることを認識するとともに、協働を行う場合において 

 は、分かりやすい形で双方向から発信し、その活用に努めるものとする。 

 

〔説明〕 

(1) ここでは、協働の目的を達成するための基本的な原則を定めています。 

(2) 第 1 項は、協働の担い手の相互尊重についてです。 

 協働の担い手はそれぞれの立場や性格に応じて自らの求めるところによって活動しています。その

目的、活動内容、方針、規模などは多様です。協働を行う前提として、互いの自主性を尊重し、共感

することが重要です。一方的な要求になったり、権利の濫用になってはなりません。ここでの社会性

とは、協働するときに、広く市民の共感が得られることをいいます。 

(3) 第 2 項は、情報共有についてです。協働を進めていく上で、互いに情報を共有することが重要です。 

本市では、市が説明の責務を果たし市政への市民参加と協働の推進を図るため、情報の「公開」に関

して必要な事項を情報公開条例で定めています。本条例では、協働の担い手が双方向で、情報を「発

信」「活用」すべきことについて述べています。情報を分かりやすく適切に流通させるためには双方が

情報管理に努力することが求められます。 

 

 

〔参考〕 

 川口市情報公開条例（平成 12 年 9 月 27 日 条例第 49 号）（第 1 条） 
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 （市民等の役割） 

第５条 市民等は、協働の基盤となる市民等による公益のための自主的な活動の社会的な役割を理解す 

 るとともに、地域の一員であることを自覚し、自らも地域及び社会への関わりを持つよう努めるもの 

 とする。 

２ 市民等は、協働を行うときは、自らの意見及び行為に責任を持ち、公益のために主体的に取り組む 

 よう努めるものとする。 

 

〔説明〕 

(1) ここでは、市民等の役割について述べています。 

(2) 第 1 項は、地域や社会への貢献について定めています。市民等とは、第 2 条第 1 号に定めた市民、 

地縁団体、市民団体をいいますが、本条例第９条第２項に記載した地域における協働においては、事

業者、教育機関等も同様の役割が期待されます。それらは多様な価値を自ら追求しながら地域や社会

を構成しており、市民全体として、社会における幅広いニーズへの対応、安心の実現、活力の維持な

どに大きく貢献しています。その役割を理解するとともに、市民自らが地域や社会の一員であること

を自覚し、地域社会と社会全体の両方に関わりを持つように努めることを規定しています。 

(3) 第 2 項は、主体的な関わりと社会的責任について定めています。市民等は、協働するとき、自らの 

意見と行為に責任を持つ必要があります。地域社会や社会全体に関心を持ち、その課題を人任せにせ

ず、まちを良くするために自分に何ができるかを考え、自発的に取り組むように努めることを述べて

います。事業者、教育機関等も同様の役割が期待されます。なお、市民はそうした活動を通じて自治

を実現することができるのであって、活動を強制されるものではありません。 

 

 （市の役割） 

第６条 市は、市民等の知恵と力を引き出し、協働を総合的かつ効果的に推進するものとする。 

２ 市は、地縁団体及び市民団体が、本市の協働の推進において重要な役割を担い、又はそれが期待さ 

 れることから、これらによる公益を目的とする活動を支援するものとする。 

３ 市は、人のつながりが協働の基盤であることを踏まえ、多様で開かれたコミュニティづくりを支援 

 するものとする。 

４ 市は、職員に協働への理解を促し、それに取り組む意欲を高めるとともに、職員が協働に関わるこ 

 とができる場及び機会を広げるものとする。 

 

〔説明〕 

(1) ここでは、協働を行う上での市の役割について定めています。 

(2) 市は、協働のための環境を整える上で、重要な役割を担っています。第 6 条は主としてその点につ 

いて規定しています。市は、自治基本条例第 22 条（行政組織）で規定するように、市民の視点に立っ

た、効率的で、かつ、事務の執行に当たって責任の所在が明確となる組織に整備する必要があります。 
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協働についても、責任の所在を明らかにした上で、誠実に対応します。 

(3) 第１項では、協働を推進するにあたり、市は、市民の知恵と力を引き出し、協働を総合的かつ効果 

的に推進する役割があることを定めています。単に任せてしまうのではなく、役割を分担し、よりよ

い成果が得られるよう、目標の設定、よりよい関係の構築、推進方法等など全体の調整をおこないま

す。そのためには市民の視点、知恵と力等を市の運営に活かすことが重要です。 

(4) 第 2 項では、自治基本条例第 9 条（地縁による団体及び市民団体による活動）に定められているこ 

とを踏まえ、さまざまな協働の主体の中でも、地縁団体や公益を目的とした活動をする市民団体を協

働の中心的な担い手と位置付け、支援することを定めています。なお、これは地縁団体と市民団体以

外に協働の担い手がないということではありません。 

(5) 第 3 項は協働の基本である「つながり」が重要であり、それを踏まえた上で、基本理念の第 3 条第 

1 項で定めた「互いの違いを認め合い、開かれた多様なつながりを創造する」という考え方からコミュ

ニティを支援することを定めています。 

(6) 第 4 項では、職員の育成について述べています。協働の現場での実際の対応や協働推進において、 

職員の意識が重要であることから、研修等による理解を促すとともに、協働に直接関わる場や機会を

増やすことを定めています。 

 職員については、自治基本条例第 24 条で「職務に必要な知識、技能等の向上を図り、自ら市民の一

員であることを認識し、自治を実現するために公平、誠実かつ効率的に職務を遂行しなければならな

い」と規定されており、協働の推進においても同様の役割が期待されます。 

 

〔参考〕 

 川口市は市の基本構想第四次総合計画で、「市民同士および市民と市が共に協働することができる環境

づくり」の推進を定めています。 

 

 川口市自治基本条例（平成 21 年条例第 6 号）第 9 条 

 （地縁による団体及び市民団体による活動） 

第９条  市民は、町会、自治会等の地縁による団体及び自主的に形成された市民団体による活動を通じ

て自治を実現することができる。 

２  市民及び市は、前項に規定する地縁による団体及び市民団体を、自治を実現する担い手として尊重

しなければならない。 

 

川口市自治基本条例（平成 21 年条例第 6 号）第 22 条 

 （行政組織） 

第２２条  市長その他の執行機関は、その組織を、市民の視点に立った、効率的で、かつ、事務の執行

に当たって責任の所在が明確となるものに整備するとともに、その見直しに努めなければならない。 

  

21



川口市自治基本条例（平成 21 年条例第 6 号）第 24 条 

 （職員の責務） 

第２４条  職員は、職務に必要な知識、技能等の向上を図り、自ら市民の一員であることを認識し、自

治を実現するために公平、誠実かつ効率的に職務を遂行しなければならない。 

 

 （協働の人づくり） 

第７条 市民等及び市は、協力して協働の担い手の育成に努めるものとする。 

 

〔説明〕 

(1) ここでは、条例の担い手の育成について定めています。 

(2) 協働は人と人とのつながりの上に行われるものであり、協働の推進は、担い手の育成を抜きにして 

語れません。担い手の育成は重要であるため、「まちはみんなでつくるもの」という通称のとおり、市

民誰もが皆取り組むものとし、仕組み部分の最初の条文として定めています。ここでいう「みんな」

とは協働の担い手である、市民等、市、事業者、教育機関等を表します。また、次世代につながる「市

民が市民として幸せに暮らせる地域社会」の実現のために、青少年から高齢者まで含めてみんなの協

働への関心を高め、参加の機会を拡大することを想定しています。 

 

〔参考〕 

 また川口市は市の基本構想の中で、基本理念の(4)に「人づくり・ものづくりの継承と発展」を定め

ています。 

 

 （協働の提案） 

第８条 市は、協働の提案に必要な制度を整備するものとする。 

２ 市は、市民等から協働の提案を受けたときは、提案者の立場に立って誠実に協議するものとする。 

 

〔説明〕 

(1) ここでは、協働の提案について定めています。 

(2) 第 1 項は提案制度の整備について定めています。協働の担い手が発意し、協働で行う事業を提案、 

実施するための「協働事業提案制度」をつくることを想定しています。制度を整えることによって、

提案した協働がより効果的に行われることを目指した規定となっています。「協働事業提案制度」は多

様な協働の担い手に応じた様々な形態や支援の方法が想定されます。 

(3) 自治基本条例では、第 5 条第 2 項において「市は、市民から協働を求められたときは、これに対し 

当該市民と誠実に協議するものとする」と定めています。これを受けて、第 2 項では、協働提案を受

けた際に市が責任を持って対応(相談、応答、記録等)をすることを定めています。 
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 「提案者の立場に立って」とは、川口市自治基本条例第 22 条の手引きのとおり、市民にとってわか

りやすく、市民ニーズに叶う、公的責任を果たせるものであること等を包含した表現です。市は、本

条例第 6 条に基づき「協働を総合的かつ効果的に推進する」ものです。 

  

 （地域における協働の仕組みづくり） 

第９条 市民等及び市は、地域の特色や特性を生かすための活動又は地域の課題等をともに考えて解決 

 する活動を行う場を設けること及びこれらの活動を行うための組織の整備をするよう努めるものとす 

 る。 

２ 市は、市民等が他の市民等、事業者又は教育機関等とともに行う前項に規定する活動が、協働の基 

 盤となることを踏まえ、これらの活動を推進するものとする。 

 

〔説明〕 

(1) ここでは、地域における協働の仕組みづくりについて、定めています。 

(2) 地域の特色や特性を生かして、地域の課題を解決する場として、「まちはみんなでつくるもの」とい 

う通称のとおり、協働の担い手誰もが参加でき、連携していく組織づくりを想定しています。 

(3) 自治基本条例第 8 条と第 9 条ではそれぞれ、市民同士の助け合いを通じた自治の実現と、地縁団体 

による活動を通じた自治の実現について定めており、前項に規定する活動が協働の推進において重要

であることから、市が支援するものとしています。 

 

〔参考〕 

川口市自治基本条例（平成 21 年条例第 6 号）第 8 条 

 （市民の互助） 

第８条  市民は、互いに助け合い、自治を実現するものとする。この場合において、市民は、互いの権

利及び利益を尊重しなければならない。 

  

川口市自治基本条例（平成 21 年条例第 6 号）第 9 条 

 （地縁による団体及び市民団体による活動） 

第９条  市民は、町会、自治会等の地縁による団体及び自主的に形成された市民団体による活動を通じ

て自治を実現することができる。 

２  市民及び市は、前項に規定する地縁による団体及び市民団体を、自治を実現する担い手として尊重

しなければならない。 

 

 （協働を推進する体制の整備） 

第１０条 市は、協働を推進するための総合的な体制を整備するものとする。 

２ 市は、市民等からの協働の提案について総合的な調整を行う窓口を設置するものとする。 
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〔説明〕 

(1) ここでは、協働を推進する体制の整備について、定めています。 

(2) 第 1 項において、総合的な推進体制とは、協働の推進に対応した行政組織の役割分担、責任体制の 

 整備や構築を想定しています。 

  自治基本条例第 23 条第 2 項で規定されているように「職員が市民の視点に立った政策の立案及び効 

率的な事務の遂行ができるよう職場環境を整備し、職員の意欲及び能力の向上を図るよう努める」こ

とが重要です。 

(3) 第 2 項では、市民等からの協働の提案について総合的なコーディネートを行う窓口の設置について 

明記しています。協働の提案については、基本的に市の各部署が直接対応します。しかし、その内容

は多岐に渡り、担当部署がはっきりしない場合や複数の場合、市民同士の協働における情報提供が必

要な場合など、現在の体制では対応が難しくなってきています。そのため、このような提案について

は、関係する可能性がある該当部署およびその他外部の機関と協議や連携をしながら、この窓口が総

合的な調整を担当することを想定しています。 

 

〔参考〕 

 川口市自治基本条例（平成 21 年条例第 6 号）第 23 条 

 （行政組織） 

第２３条  市長その他の任命権者は、適切に職員を配置し、これを指揮監督しなければならない。 

２  市長その他の任命権者は、職員が市民の視点に立った政策の立案及び効率的な事務の執行ができる

よう職場環境を整備し、職員の意欲及び能力の向上を図るよう努めなければならない。 

 

 （協働推進委員会の設置） 

第１１条 この条例の運用状況について検討し、協働を総合的に推進するため、川口市協働推進委員会 

 （以下「委員会」という。）を置く。 

 

〔説明〕 

(1) ここでは協働推進委員会の設置について定めています。 

(2) 「川口市協働推進委員会」は、①条例の運用状況についての検討や、②総合的な協働推進のための 

 活動を行います。 

(3) 運用状況についての検討とは、市の協働のため環境整備や市民等の協働の取り組みなどについての 

 現状と課題を把握し、条例をより効果的に運用していくことを想定しています。 

(4) 総合的な協働推進とは、たとえば、協働推進方針の策定、普及啓発、学習機会の創出、活動拠点の 

確保と運営、情報共有の基盤整備、地縁団体や市民団体などの連携、市と協働するためのルールづく

り、協働のための資金運用等が想定されます。 
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 （委員会の所掌事務） 

第１２条 委員会は、市長の諮問に応じ、この条例の運用状況の検証その他協働の推進に関する重要事 

 項について調査審議する。 

２ 委員会は、前項に規定する重要事項について、市長に意見を述べることができる。 

 

〔説明〕 

(1) ここでは委員会の所掌事務について定めています。 

(2) 委員会は、この条例の運用状況を必要な時期に見直し、評価します。市長の諮問に応じて、協働の 

推進に関する重要事項について調査や審議をし、答申を行います。そのほかに、協働の推進に関して

委員会の発議で市長に提言を行うことも想定しています。 

 

 （委員会の組織及び運営） 

第１３条 委員会は、委員１５人以内をもって組織する。 

２ 委員は、次に掲げる者のうちから市長が委嘱する。 

 (1) 市民 

 (2) 市内の民間団体から選出された者 

 (3) 知識経験者 

 (4) 学識経験者 

３ 委員の任期は、２年とする。ただし、補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

４ 前３項に規定するもののほか、委員会の組織及び運営に関し必要な事項は、規則で定める。 

 

〔説明〕 

(1) ここでは、委員会の組織と運営について定めています。 

(2) 第 1 項では委員数について、15 人と定めています。 

(3) 第 2 項では委員の構成について定めています。「(1)市民」の委員については公募の枠をできる限り 

 多く設けることを想定しています。 

(4) 第 3 項では委員の任期について定めています。 

(5) 第 4 項では第 1～3 項に定めるもの以外で委員会の組織と運営に関して必要な事項は、別に規則で 

 定めることとしています。 

 

 （国等との連携） 

第１４条 市及び市民等は、協働の推進に当たり、国、埼玉県、近隣の地方公共団体その他関係団体等 

 との連携に努めるものとする。 
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〔説明〕 

(1) ここでは、協働の推進のため、市の枠を超えた広範囲の連携について定めています。 

(2) 広域的な視点からの連携は、自治基本条例第 31 条第 1 項と第 2 項で規定されているように、市内 

に留まることなく、広く、国や埼玉県、隣接の地方自治体、諸外国並びに同じ目的をもつ関係団体な

どと行われることもあります。ここでは、市と市民が広い視野を持って、共通の課題解決のために、

連携して果たすべき役割に努めることを定めています。 

 

〔参考〕 

 川口市自治基本条例（平成 21 年条例第 6 号）第 31 条 

 （国及び他の地方公共団体との連携並びに国際交流） 

第３１条  市は、広域的な視点から、国又は全国若しくは近隣の地方公共団体と共通する課題に対して、

これらと対等な立場で相互に連携し協力するよう努めなければならない。 

２  市は、平和、人権、環境、資源等の地球的規模の諸問題に関し、国際社会に果たすべき役割を認識

して、広く国際交流に努めるものとする。 

 

 （条例の見直し） 

第１５条 市長は、この条例の運用状況、効果等について継続的に検証し、必要に応じ見直しを行うも 

 のとする。 

 

〔説明〕 

(1) ここでは、川口市協働推進条例の見直しに関して定めています。 

(2) 時代や社会情勢の変化等によって、条例で定めるべき内容は変わってくることがあります。また、 

条例を施行し、運用する中で、想定していないことが発生したり、運用に当たって問題が生じること

もあります。そうしたことから、市民とともに見直しを行い、必要に応じて改正する必要性を明示す

ることによって、実際的に活用される条例を目指します。 

 

 （委任） 

第１６条 この条例の施行に関し必要な事項は、市長が別に定める。 

 

〔説明〕  

(1) ここでは、この条例に定めるもの以外で、条例の施行に関し必要な事項は、市長が別に定めること 

 としています。 
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  附 則 

 この条例は、川口市自治基本条例附則第２号に掲げる規定の施行の日から施行する。ただし、第１１

条から第１３条までの規定は、規則で定める日から施行する。 
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委員１ 対応１ 委員２ 対応２

(1) 基本方針を定める理由

内容的には良いのですが、「対等な関係で協力」と
ありますが、協働はもう少し内容が深いのでは？
「対等な関係で課題を解決してゆくことを言いま
す」ではいかがでしょうか。

「課題解決にあたり対等な関係で協力すること」を
「対等な関係で課題解決に向け協力していくこと」
に修正します。

(2) 協働とは
１と同様に「協力することで」を「問題解決するこ
とで、協力や連携よりも深い関係を表します」では
いかがでしょうか。

「対等な関係で協力することで、社会的な課題解決
につながる活動」を「それぞれの得意分野を活かし
対等な関係で社会的な課題解決に向け協力する活
動」に修正します。

(3) 協働を実施する場合の判断基準

(4) 協働の担い手

小学校、中学校、高等学校、大学（短期大学を含
む）、社会教育施設、公共職業能力開発施設（大学
校）、専修学校、各種学校などを、「研究機関」と
は公共、大学、民間で設置する研究所を想定してい
ます。→（頭に）「教育機関」を追加

「オ　教育機関等」の中で、小学校の前に「教育機
関とは」の文言を追加します。

(5) 効果的な協働のための考え方
挿絵で説明してあるのが大変わかりやすく良いと思
います。

(6) 協働に取り組むにあたって

内容は問題ありませんが、充実するためにできれば
この内容を実現するためのFLOWを挿絵等で書くのは
いかがでしょうか。
例えば行政からは施策が行き届かない部分の問題提
起等、市民からは施策に対する協働活動内容の提起
等、どこでいつどのように具体的にしていくのか等
の内容のFLOWがあると、また状況の変化に対応する
課題を評価するためのFLOWがあればよいのではない
でしょうか。施策を評価して次につなげる内容を入
れていただけるとより充実していくのではないで
しょうか。

今回は基本方針を定め、協働についての考え方を明
らかにすることを優先的に取り組みました。ご提案
のFLOWについては、今後、協働の取組状況を検証す
る中で、必要に応じて具体的な実行計画等の策定を
検討する中で議論して参りたいと考えています。

役割分担等につき協議するうえで、市民団体側の
ニーズを市側が積極的に把握することが事前段階で
重要と思います。

3段落目「協働の担い手が必要とする情報を受信で
き、届けたい情報を発信できるようにすることが必
要であり、互いに情報を共有する（される）状態を
つくることが重要です。」と記載しています。

(7) 協働の形態

形態の種類に関わらず、承認のための書類作成が煩
雑になるケースがあるのではないでしょうか。協働
が決定した時点で、一定程度提出書類等の簡素化の
検討も必要ではないでしょうか。

「協働の形態を選択する必要があります。」を、
「協働の形態を選択し適正・迅速に進めていく必要
があります。」に修正します。

(1) 協働のための人づくり（協働の担い手の
育成）

(2) 協働のための環境づくり（協働の相談窓
口、市民団体の交流の機会づくり）

(3) 協働のための仕組みづくり（市の施策の
情報提供、中間支援組織の役割、市の支援策
等）

「川口市の協働の推進に関する基本方針（素案）」に関する意見等の内容及び対応について

３　Ｑ＆Ａ

４　市民団体と市との協働の事例

自由記載：上記項目以外でご意見がある場合はご記入ください。

項目／委員

１ 協働の基本的な
考え方

２ 協働につながる市の
取り組み

1

資料　２



(1) 基本方針を定める理由

(2) 協働とは

(3) 協働を実施する場合の判断基準

(4) 協働の担い手

(5) 効果的な協働のための考え方

(6) 協働に取り組むにあたって

(7) 協働の形態

(1) 協働のための人づくり（協働の担い手の
育成）

(2) 協働のための環境づくり（協働の相談窓
口、市民団体の交流の機会づくり）

(3) 協働のための仕組みづくり（市の施策の
情報提供、中間支援組織の役割、市の支援策
等）

３　Ｑ＆Ａ

４　市民団体と市との協働の事例

自由記載：上記項目以外でご意見がある場合はご記入ください。

項目／委員

１ 協働の基本的な
考え方

２ 協働につながる市の
取り組み

委員３ 対応３ 委員４ 対応４

様々な意見があり、ある程度、方向性が合致するも
のであれば、良いのだが、複数の異なる主体が、課
題の解決について利害対立がある案件については、
調整が大変だと思います。まさにコミュニケーショ
ン力が必要と思われます。

「１(6)協働に取り組むにあたって」の項目2行目に
「互いの特性を尊重した上で」、及び「２(3)協働
のための仕組みづくり　イ　中間支援組織の役割」
の項目で、中間支援組織はコーディネートの機能が
あることを記載しています。

公益のために自主的な活動をする団体等と行政が対
等な関係で協力するという観点で、「公益」の部分
が評価が様々あると思われます。団体等の中に「個
人」が含まれるのでしょうか？対等という関係が保
たれるのか、という点も気になります。

「(4)協働の担い手」にあるように、市民個人も含
みます。

広く社会一般の利益にかなう、という部分が曖昧な
文章に思われます。誰が判断するのか、多数決なの
か？

「内容により判断します。」を「実施主体が内容に
より判断します。」に修正します。

これまで行政が担ってきた公平性や均一性を重視し
た公共のサービスだけでは、社会環境の変化に柔軟
に対応することが難しくなってきています。との部
分が抽象的な内容なのでどのようなことを論じてい
るのか、理解できません。具体例などを示さないと
わかりにくいです。たぶん、この部分が具体的にど
のようなことを言っているのかがわかりにくいの
で、「協働」ってなんだろうと思われているのでは
ないでしょうか？

具体例の提示が困難なため、図表で概要を示してい
ます。

単独で取り組むよりもより効果的な課題解決が可能
であるか、目的や実施方法、役割分担を事前にすり
あわせておくことが重要です。の部分が「それはそ
うなのだが、具体的にどのようなことを想定してい
るのだろう」と市民は思っているのではないでしょ
うか？

具体例の提示は困難ですが、P3「１(5)効果的な協
働のための考え方」の図表で効果的な協働の考え方
を示したほか、P11「３ Ｑ＆Ａ　市との協働事業に
ついて、どこに相談すればいいですか？」において
相談先へ相談いただくよう考えています。

得意分野を活かした協働の範囲の図を見て、ようや
く何を言いたいのかがわかりました。従来の市民と
市のあり方での問題点を、ここまでの文面でもう少
し明確に表現したほうが良いと思います。

ご指摘をふまえ、P5の図を「(6) 協働に取り組むに
あたって」の項目に記載することとしました。

｛協働の提案｝8条２項では、「提案を受けたと
き・・・」とあり、提案を待つだけの姿勢に感じら
れます。様々な情報が集まる市側が働きかけること
も必要だと思います。

ご指摘の市側の働きかけについては、「川口市協働
推進条例」第6条の市の役割が該当するものと考え
ております。

上記の働きかけは、10条2項に規定する「総合的な
コーディネートの窓口」の任務としてはいかがで
しょうか。

ご推察のとおりです。

「協働参画」という言葉で、市は何をしたいのだろ
うと考えていましたが、これまでの市と市民の関係
では、「問題が発生する」という視点の「どのよう
な問題が発生するのだろう」と考えていましたが、
事例をいくつか提示したほうがわかりやすいのでは
ないかと思いました。

「４　市民団体と市との協働の事例」に具体例を記
載しています。

今後、協働事業として推進する一例として、出火
危険ゴミの分別の徹底の取組みはどうでしょう
か。朝日環境センター火災を受け、市民の意識は
高まっていると思います。

貴重なご意見として、今後の協働事業の参考にさ
せていただきたいと存じます。 2



(1) 基本方針を定める理由

(2) 協働とは

(3) 協働を実施する場合の判断基準

(4) 協働の担い手

(5) 効果的な協働のための考え方

(6) 協働に取り組むにあたって

(7) 協働の形態

(1) 協働のための人づくり（協働の担い手の
育成）

(2) 協働のための環境づくり（協働の相談窓
口、市民団体の交流の機会づくり）

(3) 協働のための仕組みづくり（市の施策の
情報提供、中間支援組織の役割、市の支援策
等）

３　Ｑ＆Ａ

４　市民団体と市との協働の事例

自由記載：上記項目以外でご意見がある場合はご記入ください。

項目／委員

１ 協働の基本的な
考え方

２ 協働につながる市の
取り組み

委員５ 対応５ 委員６ 対応 事務局修正

表の文言「協働における位置づけ」を、「協働推進
条例における位置づけ」に修正します。

壮年期の年齢層の育成について、ボランティア広場
は、あまり届かないように感じます。盛人大学のよ
うに、壮年期の市民が社会課題を学べる場がある
と、協働についてもっと関心が高まるかもしれませ
ん。

貴重なご意見として、今後の担い手の養成事業の
参考とさせていただきます。

「ボランティアというものが、構えて取り組むもの
でなく、身近に在るもの、いつでもできるものとい
う意識のもち方が必要と感じます。育成事業と共
に、啓発活動を通じて、身近な個人レベルのボラン
ティアの延長に組織や団体のボランティアがあるこ
とを伝えてほしい。

「１(4)協働の担い手」にあるように、市民個人の方
も身近なところから本市のまちづくりに力を発揮し
ていただいており、機会を捉えて周知して参りま
す。

「イ　市職員の協働に関する理解・実施能力の向
上」の項目で「本指針」を「本方針」に修正しま
す。

資料はとてもわかりやすく整理されていると思いま
す。 3


